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 2017(平成 29)年度   

 事 業 報 告 書  

愛光幼児園 

 

はじめに (2017年度の概況) 

 

平成 30 年 2 月 17 日に記念行事(バルーンリリースと記念植樹)と記念誌を発刊した。

愛光幼児園は創立 70 周年を迎え子どもたちと愛光幼児園を愛してくださる皆様と共に

喜び祝うことができた。創立７０周年記念樹のしだれ梅は色もやさしく香りを周りに放

ち楽しませてくれた。次々と木々が芽吹き、花が咲きほころぶ 3月、春が訪れ、新しい

命が芽吹くように、子どもたちもそれぞれに成長し、新しい生活に期待し、卒園や進級

に希望あふれる時を迎えた。「愛の光をともしつづけて」とサブタイトルをつけて記念

誌を作成することができ励まし支えてくださる方々にお配りすることができた。震災後

は自宅が水浸しで写真も何もかも失った元保育士から「私の宝物です」との言葉も頂戴

した。利用者で未だ「みなし仮設」に住んでいて、まだまだ心の傷が癒えていない方も

おり、その人に寄り添い、愛光幼児園の行事が喜ばしきことで勇気づけられたらと願っ

ています。そして、パウラス先生の意思を継いで、これまで御尽力された旧職員の方々

と神さまと共に歩んできた深い流れを伝えるために現保育者が記念誌を約１年間かけ

てみんなで作り上げた。しかし、この作業に携わることで愛光幼児園の変遷や沿革を学

ぶ良い機会になった。愛光幼児園はパウラス先生の示された福祉の心、愛の心が保育の

原点となり「キリスト教保育で人を愛し、自然を愛する豊かな心を育てます。」という

キリスト教保育の大切にしている基本にして保育している。この言葉のように、愛光幼

児園は、子どもひとりひとりを大切にし、すべての子どもに最もふさわしい場となり、

神の愛の業が深く根づいて今日に及んでいる。 

 

 1、施設名  愛光幼児園   

 2、種別   保育所    

 3、定員   ９０名 

4、園長名  三島良子     

5、職員   常勤 18 名・非常勤 9 名 
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6、2017 年度   児童の動向 

年齢 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

0才児 9 10 13 15 15 15 15 15 15 15 15 15 

1才児 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 

2才児 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 

3才児 17 17 17 17 17 17 17 17 17 16 16 17 

4才児 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

5才児 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 

合計 93 94 97 99 99 99 99 99 99 98 98 99 

  

 7 、事業内容 

(1) 保育の必要な乳幼児の保育 

 入園する前に姉妹がネグレクトを受けていることで入所が優先になり、熊本市児

童支援班とのケース会議を行い今後の支援方針について情報を共有し、個別の対応

も必要であった。他にも新たに特別に支援が必要な子どもに 3ケースがあり、丁寧

な支援をすることで心理士とケース会議を行いながら保育園での支援や関係機関と

の役割確認をして、その後に保護者との面談を行い、確認しながら療育の申請をお

願いし療育機関に繋げていった。 

 

(2) キリスト教保育 

   モード・パウラス先生の提唱された、キリストの教え「謙遜・献身・愛」に立ち 

キリスト教保育の年主題「愛されて育つ」を基に、すべての子どもにとって最もふさ

わしい生活の場となり、親(保護者)への支援を大切にして総合的保育に対する専門性

を発揮して、安全面から各クラス複数の保育士となる。創立 70 周年の祝の年に巡り

会えた子どもたちは、神さまと出会い保育者や保護者の方、地域の皆さまから、あふ

れる愛に包まれて安心して過ごすことやどんな時でも支えてくれる保育者がいて、信

頼関係を築き大きな安心感をもって、前年以上に楽しい園生活であったようだ。「養

護と教育が一体となって営まれる保育」を実践する保育者は、小さきものに心をとめ

て保育が実践できるように保育者全員で支え合い・助け合いの心で努めました。保育

者が質の高い保育を提供できるように努力した一年でもあった。 

 

（3） 保育内容 

 子ども達ひとりひとりが自分を出しきって、園生活を楽しみ、自主性を育てるよう努

力すると共に、個々の発達段階を理解して、保育者の愛情と経験・知性や技術がひと

りひとりの子どもに充分に向けられるよう配慮しながら月々の保育計画を実践し展

開した。 
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課  題 内   容 備   考 

①  年間・月間･個人 

カリキュラム指導・

目標作成 

年齢 個人 季節に応じた保育立案 

作成保育実施  記録作成 

・0 歳～5 歳 

②  親子参加行事 親子のふれあい 周りとの関わり等

を深め、より豊かな体験や交わりを通

して安定した集団生活を楽しむ 

運動会・夏祭り・ふ

れあい広場・クリス

マス・保育参観・ 

発表会   

③ 宗教教育 神さまによってひとりひとりは造ら

れ大切にされていることを通して自

分と同じく人を大切にすることを学

ぶ 

・合同礼拝は週 1 回

(2 歳～5 歳) 

④ 絵本の貸し出し 絵本を通して親子との会話や関わり

を深め、心豊かな子育てをめざす 

  

 

(4) 健康管理・衛生管理 

健康管理の実施状況 

種     目 状       況 

   身体測定  毎 月  0歳 ～ 5歳  全員 

   内科健診 

嘱託医  すどう・きたの医院 須藤先生 

実施日・・・４/１９．４/２５.１０/２４.１０/２５   全員異常なし 

当日 受診できなかった園児は他の日に受診完了 

 蟯虫検査  ７/４ 全員異常なし 

   歯科検診 嘱託医  木村歯科クリニック 木村院長    検診日６/２  

 受診できなかった園児は他の日に受診完了 

 口腔衛生 

フッ素洗口 

開始より ８年目熊本市中央保健福祉センターの指導  

対象児・・・４歳児・５歳児  月～金  毎日 

 その他 職員 年 1回健康診断 

毎月腸内細菌検査  ・調理関係者 (1月 ノロウイルス含む) 

・ 0歳児に関わる保育者   

   ①厚生労働省の保育所ガイドラインに沿って園児の感染症に対応した。感染症と診

断された場合、登園できる健康状態になって医師に登園許可証を書いてもらい、

感染拡大を防いだ。 
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②与薬の場合は保護者が与薬依頼書に薬の詳細を記入し、薬の袋にも記名し、直接

職員に手渡しをすることを徹底した。 

③砂場の消毒が定期的に行うことが出来ていなかった。日にちを決めて（月初めの土曜

日など）行う必要がある。 

④嘔吐物処理の仕方が、職員で共通理解がきちんと出来ていなかった。 

⑤感染症が流行した時の対策として（マスクの着用・個人タオルが密着しないように配

置するなど）の周知をすることで、感染症拡大を防げたと思う。 

                               

(5) 安全管理・危機管理 

  ① 年間を通して防災訓練は良く訓練が実施できていた。 

 ②二次避難の際、広域避難場所である熊本高校まで二歳児クラスは誘導ロープを使用

するよりも年長児と手を繋いで避難する方が良かった。 

 ③具体的な訓練実施時間を事前に知らせずに行うことで適度な緊張感を持って訓練

に参加することができて良い。今後もその方法で実施していく。 

④ミサイル落下や不審者が侵入した場合を想定した訓練を実施することができ、アナ

ウンスの仕方など周知・共通理解を深めることもできて良かった。 

⑤四人乗り用のベビーカーを迅速に取り出せる位置に常時置くことでスムーズな避

難が可能となり良かった。 

⑥緊急時のお迎えに使用する「引き渡しカード」の管理・更新が不十分であった。保

管場所を明確にし、新入園児・退園児のカードの作成・処分をその都度するよう

にしたい。 

⑦ 防犯（不審者侵入）訓練を実施した際のアナウンス・誘導方法など新たにマニュ

アル化したことでスムーズに行うことができた。 

⑧ 門がしっかりした新品に変わり、以前に比べ鍵を触りたがる子が多くいて子ども

の手の届く位置にあるため勝手に開けて出て行こうとする姿がよく見られていた。 

⑨ 夕方、3歳以上児は戸外にいることが多く、保護者が見えると自分で門を開け出て

行こうとする子が多い。保護者と手を繋がず自分で開け走って行く姿も見られ

ていた。 

⑩ 夕方の日が長くなる時期は、降園時に園庭で遊んで帰る子が多かった。 

⑪ 危険個所マップの作成できなかった。 

 

 (6) 食育・給食 

① 給食は子どもの発育における重要な部分と位置づけ、栄養のバランス及び季節感の 

ある給食を促すものとし実施した。 

② 2017 年度食育計画通りに、媒体等を用いたり、毎日の給食、おやつ時の声掛け 

当番活動は進める事ができた。 
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③  離乳食は月齢や一人ひとりの発達の様子に合わせて、給食職員・担任等が話

し合って、進めていくことができた。 

④ 乳糖不耐症の子が数名出たので、その対応として医師から記入してもらう指示

書の作成やノンラクトミルクでの対応を行った。 

⑤ 未満児は今までのスプーンの形状が使いにくかったため、新しい使いやすい形

状のものの購入を検討している。 

⑥ 野菜を栽培し、収穫したものをクッキングで使うという流れで行っているが、

栽培が上手くいかずに計画を変更せざるを得ない事もあった。種まき、苗植え

の時期や栽培の仕方など、しっかりと勉強しなければと反省させられた。 

⑦ アレルギーの疑いがある子は、受診や検査する前に園の方に教えてもらい面談し、

指示書の書式は園の様式を使用してもらうようにする。（書式は熊本市を通して医

師会からのもの）職員にもその事を周知して保護者にもしっかりと伝えられるよう

にしておく。 

⑧ 離乳が上手く進まず食が進まない子は、個々の様子や成長を見ながら保護者と給食 

   担当者と話し合い離乳食の段階を戻してもらったり刻み方や調理法を工夫してもら

ったりして、食べられるようになってきた。 

⑨ ひかり(年長児)クッキング（鰯の手開き）が予定より２ヶ月早くなったが、対応で

きていた。 

⑩ 栽培計画を年間通して作っておくと、次年度よりもっと目的を持って育てて行ける

のではないか。（例→これを育てて○○をこの時期に作ろう。子どもはこれが苦手だ

から○○を作ろう等） 

 

(7)  保護者支援 

  ①園と家庭との連絡を密にするために、年度当初に年間保育計画や事業計画を配布

し又、年報「ぶらんこ」、毎月「愛光だより」、毎週「週報愛光」を発行し、保育や

行事に対する各家庭の理解と協力を求めると共に、個々の子どもの様子については

必要に応じて連絡帳に記入し、登降園の際(送迎時の対応として)に保護者と直接話

し合うよう努めた。感染症や保健衛生・危機管理等に関する情報等を随時提供した。 

又、出来るだけ保育参観・発表会や運動会・敬老のつどい・クリスマス等の行事を

実施して、園と家庭が連携して子育てにあたるようにした。 

 

(8)  地域・関係機関との連携 

 ①地域の高齢者と園児の交流事業 

年 4 回実施し、高齢者への思いやりの気持ちを培うようにした。また、校区の子育

てネットワークの会を通して、地域の子育て支援 にも協力した。4 町内のいきい

きサロンも継続し、保育園が地域に貢献できる拠点となり園児との交流を行った。 
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②地域の異年齢児との交流事業 

愛光まつりや運動会・ふれあい広場・夏祭り・毎週の教会学校等を通じて交流を深

めた。 

③小学校との連携 

校区の 4 つの保育園の子どもたちと一緒に小学校の学校行事や交流会へ積極的に

参加した。 

④実習生の受け入れ 

   5/17-19 学園大付属中学校 2年生 3名 

9/12-14 帯山中学校(ナイストライ)  2年生 3名 

9/26-28 白川中学校(ナイストライ)  2年生 3名 

8/21-9/2 

10/16-28 

尚絅短期大学 幼児教育学科 2年生 1名 

尚絅短期大学 幼児教育学科 2年生 1名 

9/4-16 

2/26-3/10 

熊本学園大学子ども家庭福祉学科 2年生 3名 

熊本学園大学子ども家庭福祉学科 3年生 2名 

1/15-27 西日本医療専門学校 子ども学科保育専攻 1名 

県内各学校より委託され、保育士や看護師、社会福祉等をめざす学生にとっては生命の

維持や健康な子どもに接することで保育を学ぶことが第一である。人材の育成に協力す

ると共に、高校生の体験学習の場として提供した。初めての試みで高校生インターシップ

を受けた。中には卒園した中学生もいたので、現職員にとっては仕事のやりがいや励みと

なった。地域貢献としてこのような機会を継続していきたい。 

 

8、福祉サービス苦情解決 

苦情解決体制 

苦情解決責任者  三島良子  (愛光幼児園園長) 

苦情解決受付担当者  川久保彰子 (愛光幼児園 主任保育士) 

苦情解決第三者委員  坂口寛治 (湖東カレッジ 非常勤講師) 

 大塚清美 (託麻原校区 社会福祉協議会理事) 

 4 月と 8 月に委員会を開催して園の状況について報告した。苦情やご意見は 0 件であ

った。 

 

9、職員の資質向上 

(1) 園長の責務 

 地域福祉づくりの参画として、保健師と託麻原校区社会福祉協議会と近隣の 4園が子

育てネットワーク会を継続して子育て支援を行った。保育園は物心両面の資源を提供し

て地域貢献をした。また、地域協働として新しく「支え合いネットワーク」の一員とし

て毎月参加し、情報を共有した。監査の説明会では、「運営」でなく「経営」を考える
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ようにとの話しがあり、中長期計画を策定し、常に見直す必要がある。財務管理では施

設借入金も着実に返済を行うことが出来ている。法人理念・保育理念を全職員と共に学

ぶ機会も与えられた。愛光幼児園 70 周年を機会に使命感をもって働けるように、キリ

スト教保育の実践に励んだ。キャリアパスを構築し支援しなければならないが、キャリ

アアップに伴う職員処遇改善だけが一人歩きしていて、公私共に人材育成の環境づくり

はまだ進んでいない。研修体系は、それぞれのキャリア段階に求められる職員像を明確

にした。職員と定期的に面接して決めたが、研修計画通りになるよう努力はしたが計画

通りにはいかなかった。今年度は、キリスト教保育連盟九州部会監事と熊本市保育園連

盟広報委員会の役を担った。 

 

(2)研修実施記録(園内・園外) 

・神水教会牧師による聖書研究会や園内外の研修や研究会にも積極的に参加し、職員の

資質の向上に努めた。研修後に職員会議や回覧等で報告をして情報を共有化した。  

 

①  派遣研修 

研 修 区 分  研   修   内   容 

法  人 慈愛園新任職員研修 会計実務担当職員研修 

キリスト教保育連盟 

熊本地区春期保育者研修会 九州部会設置者・園長研修会 

熊本地区秋季保育者研修会 九州部会主任研修 

熊本地区職員クリスマス 熊本地区園長会   

ルーテル関係  るうてる法人会連合講演会 るうてる幼保研修会 

熊本市公私合同研修 

乳児保育研修会 障害児研修会 

主幹・主任保育士研修会 人権保育研修 

危機管理研修会 保護者支援研修会 

保健衛生研修会 食品衛生研修会 

年長児クラス保育担当研修会 支援センター研修会 

小学校訪問研修 熊本市食育ネットワークの会 

中央ブロック  園長視察研修会 主任保育士研修会 

保育士会研修  

給食部会 

調理師研修会 保育士合同研修会 

食育ネットワーク会議 ブロック給食部会研修会 

給食部会全体研修会 給食説明会 

 

熊本市保育園連盟関係 

 

看護師研修 心のケア研修会 

新任職員研修会 人権研修 

保育園連盟サマーセミナー 就学前支援研修会 
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熊本市保育園連盟関係 

 

子育て支援研修会 乳幼児救急実習セミナー 

保育を取り巻く情勢報告研修会 部会連携研修会 

保育研究大会全体研修 女性部研修 

主任保育士研修 県市合同女性部研修会 

託麻原小学校関係 子育てネットワーク研修会 支えあいネットワークの会 

小学校接続研修会 幼小中連携研修会 

社協研修会 校区園長会 

熊本県 
幼保園長研修会 労務研修 

福祉サービス苦情解決研修会 睡眠研修会 

その他 上田事務所労務研修会 日本保育協会実習指導研修会 

食の安全セミナー ココロ熊本療育講座 

 

②  職員会 

 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

日 8・19 9・17 7・20 4・19 21 5・19 11･17 15・29 12・19 17・23・30 20 27.31 

  

③  園内研修報告 

職員の資質向上となるよう積極的に行われた。 

月 日 タイトル 内容 

４月１１日 
ヒヤリハット 

事故防止委員会 

固定遊具や室内の遊具の安全 

門や駐車場での事故防止について 

６月１４日 ケース研究 
新入園児の様子、及び発達において気に

なる子どもへの対応と偏食について 

８月３１日 ケース研究 

支援が必要な子どもについて、発達心理

士の佐澤智恵子先生からの助言と保育で

の配慮等を学ぶ 

１０月１７日 口腔内の発達 

乳歯と永久歯について６月に行われた歯

科検診の結果より虫歯や癒合歯について

話し合う 

１２月１２日 感染症について 
「ヒトメタニューモウイルス感染症」 

について 

２月１３日 防犯について 

門・玄関の施錠時間の確認 

〇門 9:30～15:30〇玄関 18:15～19:00 

防犯カメラや非常通報について 
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10 施設整備  

   災害復旧工事 (熊本地震による災害復旧費国庫補助金 ) 

   エアコン 13台 清掃 

   門 修繕 (防犯対策による補助金) 

     

11、活動報告 

 日 行   事 付    記 

４ 

月 

１ 建物点検日 
園内外を点検し点検報告を行う 

（毎月 1日） 

８ 
入園・進級式・クラス

懇談会 
新入園児 ２０名を迎える 

１２ 体育教室始まり ４・５歳児対象 毎週水曜日 

１７ イースター礼拝 礼拝を守りイエス様の復活を園児と共に喜ぶ 

１８ 

幼年消防クラブ 

編成式 

中央消防署員の指導による幼年消防クラブ編

成式(４・５歳児) 

避難訓練 毎月第四火曜日 

19.25 健康診断 嘱託医による内科健診 

２７ 誕生会 毎月第 3木曜日 

５ 

月 

１０ 

音楽教室始まり ３歳児対象 毎週水曜日 

教会学校始まり 
年長児 17名 小学生 毎週水曜 

１６時より 

１３ ファミリー遠足 

大型バス貸切、城南町塚原古墳公園を予定し

ていたが雨天の為園内にてレクリエーショ

ン。園児６８名 保護者８２名 小学生７名 

17-19 
学園大付属中学生 

ナイストライ 
中学生３名が福祉体験 

１９ ４歳児クッキング サンドイッチ作り 

 

 

 

６ 

月 

 

 

 

 

 

 

 

２ 歯科検診 嘱託医による歯科検診 

９ 
校区高齢者と園児の

つどい 

渡鹿公園にて校区高齢者２２名と４・５歳児

３３名の交流・交通安全教室 

１０ 
第一回愛光会 

(保護者)役員会 
保護者役員２０名参加 

１３ 

保育参観・育児講座 

２・５歳児クラス懇談 

 

給食試食 

各クラス保育参観後、育児講座 講師は発達

心理士 佐澤智恵子氏  

演題「子どもを輝かすために」 

 ２・５歳児クラス懇談と給食試食 ５歳

児保護者１６名 ２歳児保護者４名参加 
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6 

月 

 

 

１６ ４・５歳児クッキング 収穫野菜で夏野菜カレー作り 

１９ 花の日礼拝・慰問 
礼拝後、東水前寺交番他 花束にカードを添

えて慰問 

７ 

月 

 

 

３ プール開き 
事故・怪我のないようプールを囲み礼拝を守

る 

７ 七夕のつどい 
未就園児を招いて七夕に因んだお話を聞く、

うたをうたう 

１１ 
３・４歳児クラス懇談

とおやつ試食 

３歳児保護者６名 ４歳児保護者８名 

懇談会の後、おやつ試食 

24-27 ４・５歳児プール教室 体育教室講師による連続４日間のプール指導 

２６ 愛光まつり 
保護者会主催による夏まつり 17時 30分より

始まり 

26-28 
慶誠高校よりインタ

ーンシップ 
慶誠高校生３年 ２名が保育体験 

28-29 ５歳児お泊り保育 ５歳児１７名、永草保育園にて交流・園宿泊 

８ 

月 
１８ 

ひかり幼児園との 

交流 

ひかり幼児園４・５歳児を招きプールあそび

昼食・午睡を共に過ごす 

９ 

月 

１ プール納め 
安全にプールあそびが出来たことに感謝し礼

拝を守る 

５ 敬老の日のつどい 園児祖父母４７名を招き交流 

９ 
第二回愛光会  

(保護者会)役員会 
愛光会役員１１名参加 

１２ 
帯山中学生    

ナイストライ 
中学生３名(２名は卒園児)が職場体験 

２６ 広域避難訓練 大地震を想定し、熊本高校へ避難 

26-28 
白川中学生    

ナイストライ 
中学生３名が職場体験 

    

10 

月 

 

 

７ 運動会 大江小学校にて園児９５名と保護者参加 

１３ 大江教会演奏会 
ひかり幼児園と合同で４・５歳児参加うたと

キーボード演奏 

１８ 
デイサービス   

ぽぽろ 慰問 
５歳児１７名慰問 お遊戯披露 

24-25 健康診断 嘱託医による２回目の内科健診 

２６ 
校区高齢者と園児の

つどい 

校区高齢者と校区４園による園児とのつどい 

 ４歳児１６名 ５歳児１７名 

３１ 芋掘り遠足 
広安愛児園芋畑にて大型バス１台貸切 ３～

５歳児参加 角本牧師参加 
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11 

月 

 

 

 

 

 

 

７ 立田山散策 
５歳児１７名ＪＲ立田口まで電車乗車、立田

山に登りお祭り広場で遊ぶ 

９ ３歳児クッキング 芋掘り遠足で収穫した芋で芋団子作り 

１３ 幼児祝福礼拝 角本牧師による礼拝・祝福 

１４ 木のお話会 

「ぺぺぺぺらん」より２名来園 木について、

紙芝居・絵本によるお話  

木製楽器紹介 

１７ 

園外保育の日 園外に出掛け、お弁当を食べる 

５歳児クッキング 
鰯の手開きはクッキングハサミを使ってす

る。パン粉をつけてフライにして食べる 

１８ ふれあいひろば 

保護者会主催による行事 ベビーマッサー

ジ、親子体育あそび、パン焼き等、親子で楽

しむ行事 

２０ 感謝祭礼拝・慰問 

家庭より果物・野菜等、持ち寄り礼拝を守る。

礼拝後、嘱託医や中央消防署に慰問に出掛け

る ４・５歳児 防災センター見学 

12 

月 

６ 教会学校クリスマス 
教会学校小学科 3名  幼稚科１５名参加。

礼拝を守り祝会(茶話会) 

１６ 

園クリスマス 

４歳児によるキャンドル隊 ５歳児による降

誕劇、礼拝では角本牧師のお話 祝会は各ク

ラスによる出し物 

同窓会クリスマス 
卒園児を招き礼拝 職員による降誕劇と 

茶話会 

２２ クリスマスランチ 
クリスマスの雰囲気を味わいながら給食を 

食べる 

２８ 子飼商店街見学 ５歳児 年末の商店街見学  

１ 

月 

９ 新年礼拝 
全園児・全職員 新年の挨拶を交わし礼拝を

守る 

9-19 
たてわり保育 

(３・４・５歳児) 

異年齢で生活をする。テーマを決め製作を 

してお店屋さんごっこを楽しむ 

２０ 
第三回愛光会 

(保護者会)役員会 
愛光会役員１５名参加 

２３ 総合防火訓練 
中央消防署員の指導のもと、火災による 

通報・初期消火訓練・避難訓練 

 

 

 

２ 

月 

 

２ 
節分のつどい 未就園児を招いて豆まきをする 

５歳児クッキング 手巻き寿司作り 

７ 

２１ 
５歳児スケート教室 

体育教室講師指導のもと５歳児１６名(２１

日は１７名)参加 於菊陽アスパ 

１５ 
託麻原小学校 

なかよし交流会 
５歳児１７名参加  
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２ 

月 

 

 

１７ 

愛光幼児園創立７０

周年 記念礼拝・式

典・発表会 

礼拝・式典・発表会の後、バルーンリリース

と枝垂れ梅の植樹 

２６ 
神水子ども礼拝 

５歳児 

ひかり幼児園と合同で、神水教会で礼拝を守

り交流 

３ 

月 

２ ひなまつりのつどい 

未就園児を招いて、子どもの成長を祝う 

（フルートとピアノ演奏） 

３歳以上児クラスの手遊びや劇あそびを披露 

６ 
５歳児修園旅行 

(天翔台登山) 

JR三角駅へ電車乗車  

三角天翔台登山 角本牧師も参加 

７ 教会学校修了式 礼拝を守り、修了書を渡す 

１０ 
愛光会(保護者会) 

役員会と懇親会 

役員会後懇親会 

保護者２２名  職員１４名 

１４ 
幼年消防クラブ 

修了式 

４・５歳児参加、中央消防署員の指導による

避難訓練後、修了式 

２０ お別れ会 
卒園児・転園児・退職職員のお別れ会 

その後、ランチバイキング(給食)を楽しむ 

２４ 卒園式 １７名卒園する  

  


